
古代越後平野の環境・交通・官衛

古
代
越
後
平
野
の
環
境

・
交
通

。
官
衡

は

じ

め

に

近
年
、
全
国
的
に
古
代
遺
跡
の
調
査
成
果
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

新
潟
県
に
お
い
て
も

「沼
垂
城
」
「郡
司
符
」
の
木
簡
が
出
土
し
た
八
幡
林
遺

跡

（和
島
村
）、
律
令
祭
祀
具
な
ど
と
と
も
に
大
量
の
漁
具
が
出
土
し
た
的
場
遺

跡

（新
潟
市
）、
こ
れ
に
隣
接
す
る
緒
立
遺
跡

窒
一埼
町
）
な
ど
、
広
く
注
目
を

集
め
た
遺
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
木
簡

・
墨
書
土
器
を
は
じ
め
と
し
た

出
土
遺
物
や
大
型
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
の
遺
構
か
ら
、
官
衡
に
関
連
し
た
遺
跡

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
性
格
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
が
所
在
す
る
広
大
な
越
後
平
野
は
、
歴
史
的
に

も
地
理
的
に
も
独
時
な
地
域
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
大
化
年
間
に
淳
足
柵

。
磐

舟
柵
と
い
う
文
献
史
料
上
履
古
の
城
柵
が
設
置
さ
れ
、
日
本
海
側
に
お
け
る
東

北
経
営
の
起
点
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
七
世
紀
末
か
ら
人
世
紀
初
頭
に
か
け
て

は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
国
域
が
変
遷
す
る
な
ど
、
律
令
国
家
の
辺
境
ゆ
え
の
複
雑

な
動
向
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
古
代
の
越
後
平
野
は
、
現
在
み
る
よ
う
な
豊

坂

井

秀

か
な
水
田
地
帯
で
は
な
く
、
信
濃
川

・
阿
賀
野
川
の
大
河
が
乱
流
し
、
大
小
無

数
の
潟
湖
が
点
在
す
る
低
湿
地
が
広
が
り
、
そ
の
生
産
力
は
低
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
内
水
面
が
い
ち
じ
る
し
く
発
達
す
る
と
い

う
特
異
な
地
形
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
展
開
し
た
集
落

・
官
行
と
そ
れ
ら
を
結
ぶ

交
通
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
活
動
も
、
こ
う
し
た
地
理
的

。
歴
史
的
環
境

を
背
景
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
人
幡
林
遺
跡

・
的
場
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た

越
後
平
野
の
官
衛
関
連
遺
跡
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
地
理
的

環
境
と
古
墳
時
代
の
状
況
、
そ
し
て
古
代
の
集
落

・
生
産

・
交
通
に
つ
い
て
考

（１
）

古
資
料
か
ら
整
理
す
る
の
が
、
こ
の
報
告
の
目
的
で
あ
る
。

一　

越
後
平
野
の
環
境
と
特
性

●
　
地
形
環
境
と
近
世
以
降
の
開
発

（第
１
・
２
図
）

越
後
平
野
は
、
越
後
の
中
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
南
西
か
ら
北
東
に
長
い
形

状
を
も

っ
て
展
開
し
、
そ
の
長
さ
は
約

一
〇
〇
キ
ロ
あ
る
。
古
代
の
越
後
に

弥



は
北
か
ら
螂
熾

。
沼ぬ
弱

・
繊
府

・
古こ
志し
・
三み
嘩

・
篤
浚

・
郵

城
の
七
つ
の
郡
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
磐
船

・
沼
垂

・
蒲

原

・
古
志
の
四
郡
ま
で
が
越
後
平
野
に
所
在
す
る

（以
下
郡

名
・
郡
域
は
古
代
の
も
の
を
示
す
）。
平
野
の
西
側
の
海
岸
に
は

弥
彦

・
角
田
山
塊
と
そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
新
潟
砂
丘
が
あ
り
、

東
側
に
は
丘
陵
が
横
た
わ
る
。
そ
の
間
が
広
大
な
沖
積
平
野

と
な
る
。
新
潟
砂
丘
は
日
本
最
大
級
の
規
模
で
、
角
田
山
麓

か
ら
県
北
部
の
村
上
市
ま
で
、
距
離
に
し
て
約
七
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は

一
〇
列
も
海
岸
線
に
平

行
し
て
存
在
し
、
砂
丘
の
標
高
は
平
均
二
〇
―
三
〇
メ
ー
ト

ル
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
。

平
野
の
規
模
も
大
き
い
。
地
形
的
に
は
基
本
的
に
沖
積
地

で
、
丘
陵
の
裾
に
近
い
部
分
を
の
ぞ
け
ば
、
い
ち
じ
る
し
く

低
平
で
、
見
た
目
に
は
ほ
と
ん
ど
平
坦
で
あ
る
。
こ
れ
を
河

川
の
勾
配
で
み
る
と
、
信
濃
川
の
河
日
か
ら
約
六
〇
キ
ロ
上

流
の
長
岡
市
で
も
、
標
高
は
わ
ず
か
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
勾
配
は
三
〇
〇
〇
分
の

一
で
あ
る

（第
３
図
）。
こ

れ
に
対
し
、
越
後
南
西
部
の
頸
城
平
野

（高
田
平
野
）
を
流

れ
る
関
川
は
、
河
日
か
ら

一
人
キ
ロ
上
流
の
新
井
市
で
す
で

に
標
高
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
勾
配
は
三
〇
〇
分
の

一
で

信
濃
川
の

一
〇
倍
も
あ
る
。
越
後
平
野
は
頸
城
平
野
と
比
し

A 磐船郡 (5
B沼 垂郡 (3
C 蒲原郡 (5
D 古志郡 (4
E 三嶋郡 (3
F 魚沼郡 (4
G 頸城郡 (10)
( )は郷数

:革群丘陵

翻揺砂丘

o                      50km

ヽ

第 1図 古代越後・佐渡の概要図



北陸道

(至頸城)

古代越後平野の環境・交通・官衡

おもな放水路 (開削年 )

A 胎内川 (1888)
B 落堀川 (1733)
C 加治川 (1913)
D 新井郷川 (1934)
E 阿賀野川 (1731)
F 関屋分水 (1972)
G 新川 (1820)
H 大河津分水 (1922)
おもな潟湖 (干拓年 )
I 岩船潟 (1781)
」 紫雲寺潟 (1733)

K 福島潟 (1731)
L 鳥屋野潟 (1716)
M 鎧潟 (1820)

匡藝暑丘陵

国亜園砂丘

Ⅷ
湖沼・千拓地

おもな古墳・遺跡

1 浦田山古墳 (6C)
2 岩船神社
3 高田遺跡 (6C)
4 城の山の塚 (4C?)
5 出山製塩遺跡 (8・ 9C)
6 山三賀 II遺跡 (8・ 9C)
7 馬見坂遺跡 (6C)
8 曽根遺跡 (8。 9C)
9 発久遺跡 (8・ 9C)
10 笹神 。真木山窯 (8'9C)
■ 小九山遺跡 (9・ 10C)
12 旧沼垂町 (～ 17C)
13 蒲原神社
14 長沼遺跡 (7～ 9C)
15 緒立八幡神社古墳 (4C)
緒立遺跡 (4・ 8,9C)
16 的場遺跡 (4・ 8～ 10C)
17 菖蒲塚古墳 (4C)
18 山谷古墳 (4C)
19 弥彦神社
20 渡戸駅推定地
21 八幡林遺跡 (8・ 9C)
22 西古志窯 (8・ 9C)
23 新津丘陵の窯群 (8・ 9C)
24 古津八幡山古墳 (4C)
25 千刈遺跡 (6C)
26 青海神社
27 保内三王山古墳群 (4・ 6C)
28 大萱場古墳 (7C)

20km

215

第 2図 越後平野の地形と遺跡分布



（３
）

て
驚
く
ほ
ど
平
坦
な
の
で
あ
る
。

こ
の
平
野
を
流
れ
る
の
が
信
濃
川
と
阿
賀
野
川
の
二
大
河
川
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
全
長

・
流
域
面
積
と
も
に
日
本
有
数
で
、
低
平
な
平
野
部
を
大
き
く
蛇
行

し
て
流
れ
、
海
岸
に
存
在
す
る
巨
大
な
砂
丘
に
流
れ
を
さ
え
ぎ
ら
れ
て
直
接
海

に
注
が
ず
、
砂
丘
の
内
側
に
は
広
大
な
湛
水
地
と
後
背
湿
地
が
形
成
さ
れ
た

（第
４
図
）。
現
在
の
海
岸
に
は
多
く
の
河
口
が
あ
る
が
、
信
濃
川
と
北
部
の
荒

川
を
の
ぞ
く
と
、
い
ず
れ
も
近
世
以
降
に
平
野
部
の
排
水
を
目
的
と
し
て
、
人

工
的
に
開
削
さ
れ
た
放
水
路
で
あ
る
。
阿
賀
野
川
の
河
口
も

一
人
世
紀
前
半
に

開
削
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
砂
丘
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
ち
は
流
路
を

西
に
変
え
、
信
濃
川
の
河
口
付
近
に
合
流
し
て
い
続
ド
越
後
平
野
を
流
れ
る
大

半
の
河
川
が
信
濃
川
の
河
口
に
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
祈
ド

こ
の
よ
う
な
地
形
に
よ
り
、
越
後
平
野
に
は
多
く
の
潟
湖
や
広
い
後
背
湿
地

と
、
大
小
河
川
の
流
路
と
そ
の
氾
濫
原
が
存
在
し
た
。
ま
た
全
般
に
地
下
水
位

が
高
く
、
排
水
不
良
の
低
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
集
落
を
営
む
に
は
適
さ
ず
、

水
田
化
す
る
に
し
て
は
悪
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
つ
ぎ
の
二
つ
の
結
果
を

も
た
ら
し
た
。
第

一
に
は
河
川
や
潟
湖
と
い
う
内
水
面
の
交
通
が
と
く
に
発
達

し
た
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
は
耕
地
の
開
発
が
遅
れ
、
生
産
力
が
か
な
り
低
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

●
　
内
水
面
交
通
と
河
日
の
港

内
水
面
が
発
達
し
た
地
形
環
境
で
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
陸
上
交
通
よ
り

も
水
上
交
通
が
発
達
す
る
。
内
水
面
交
通
は
海
上
交
通
に
比
し
て
安
定
し
て
お

(m)

20                                 40

第 3図 信濃川 (越後平野)と 関川 (頸城平野)の勾配

卜 広 い 低 平 地  十 最縁 握 引
後
背
湿
地

潟
　
湖

砂

　
丘

井

/
‰ ,II

∵
之

畠一

長

岡

∠ 信浪川

第 4図 越後平野の地形断面模式図



古代越後平野の環境・交通・官衛

り
、
河
川
の
勾
配
が
小
さ
い
越
後
平
野
で
は
下
り
だ
け
で
は
な
く
上
り
に
も
好

都
合
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
水
面
交
通
が
発
達
し
た
状
況
は
、
時
代
は

こ
と
な
る
が
、
近
世
初
期
の
正
保
国
絵
図
が
よ
く
示
し
、
水
路
は
川
筋
ば
か
り

で
は
な
く
砂
丘
の
内
陸
側
に
も
あ
り
、
平
野
部
に
網
の
日
の
よ
う
に
は
り
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
た

【本
山
・
桑
原
一
九
八
七
〕。
ま
た
平
野
か
ら
内
陸
奥
深
く
ま
で

水
路
が
入
り
込
み
、
上
流
は
さ
ら
に
信
濃

・
会
津
の
中
央
部
ま
で
の
び
て
い
た
。

砂
丘
の
発
達
す
る
平
野
部
に
お
い
て
、
港
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
は
、　
一
定
の

規
模
を
も
つ
河
川
の
河
口
と
潟
な
ど
の
入
り
江
し
か
な
い
。
信
濃
川

・
阿
賀
野

川
水
系
は
発
達
し
た
内
水
面
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
河
日
の
も
つ
意
義
は
き
わ

め
て
大
き
い
。
日
本
海
と
広
大
な
内
水
面
は
、
河
口
を
結
節
点
と
し
て
、
ひ
と

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
海
か
ら
は
信
濃
川

・
阿

賀
野
川
の
河
口
を
経
由
し
て
、
古
代
の
沼
垂

。
蒲
原

・
古
志

・
魚
沼
の
四
郡
、

つ
ま
り
越
後
の
三
分
の
二
以
上
の
範
囲
に
到
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
逆

に
河
回
は
広
大
な
地
域
か
ら
物
資
を
集
め
、
日
本
海
か
ら
他
地
域
へ
広
く
搬
出

す
る
地
点
と
も
な
る
。
『延
喜
式
』
に
は
、
越
後
の
国
津
と
し
て

「蒲
原
津
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「蒲
原
津
」
は
地
名
の
位
置
な
ど
か
ら
、
大
局
的
に
は

信
濃
川
の
河
口
に
比
定
さ
れ
る
。
国
津
が
国
府
の
所
在
す
る
頸
城
郡
で
は
な
く
、

信
濃
川
河
口
に
存
在
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
的

場
遺
跡

・
緒
立
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
立
地
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
ま
た
、
淳
足
柵

。
磐
舟
柵
が
河
口
な
ど
に
立
地
す
続
ぎ
と
は
ヽ
日
本

海
側
へ
の
東
北
進
出
が
海
上
ル
ー
ト
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
と
符
合
し
、
城
柵
と

港
と
の
具
体
的
な
関
連
を
示
唆
す

ワ
０

。

０
　
耕
地
と
人
口

古
代
の
越
後
は
相
対
的
に
開
発

が
遅
れ
て
お
り
、
人
口
も
少
な
か

っ
た
こ
と
は
平
安
時
代
の

『和
名

抄
』
の
数
値
な
ど
か
ら
お
お
よ
そ

類
推
さ
れ
る

（第
１
表
）。
『和
名

抄
』
に
み
る
越
後
の
田
数
は
約

一

万
五
〇
〇
〇
町
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
越
後
の
約
三
分
の

一
の
面
積

の
越
中
は
約

一
万
人
Ｏ
Ｏ
Ｏ
町
で

あ
り
、
古
代
の
越
後
は
総
面
積
に

対
し
て
水
田
面
積
の
比
率
が
か
な

り
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
面

積
は
現
在
の
約

一
〇
分
の

一
に
す

ぎ
ず
、
現
在
水
田
と
な

っ
て
い
る

と
こ
ろ
の
多
く
は
、
古
代
に
は
水

田
と
は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
全
国
的
に
は
越
中

。
佐
渡

な
ど
が
平
均
的
な
あ
り
方
で
、
越

第 1表 越後佐渡の回数 〔山田1986を 改変〕

国 名 郷  数
(1)

和名抄

(町 )

(2)

1988年水田

(ha)

面 積

(朧 )

越 後 14,997 163,167 11,253

佐 渡 3,960 9,721

越  中 17,909 66,100 4,250

大 和 17,905 20,400 3.692

注 (1)は 田積 鬱〉よ新潟県統計課編『統計からみた新潟県のすがた』1989



後
が
特
異
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

越
後
の
推
定
人
口
は
約
九
万
七
〇
〇
〇
人
、
越
中
は
約
八
万
三
〇
〇
〇
人
で

あ
る

〔沢
田
一
九
二
七
〕。
面
積
と
の
比
率
を
考
え
る
と
、
越
後
の
人
口
密
度
は

か
な
り
低
く
、
耕
地
の
絶
対
的
な
少
な
さ
を
裏
付
け
る
。
た
だ
し
越
後
の
な
か

で
は
顎
城
地
方
だ
け
は
相
対
的
に
開
発
が
進
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
越
後

に
は
七
つ
の
郡
が
あ
り
、
郷
は
磐
船
郡
の
余
戸
を
含
め
て
三
四
あ
る

（第
１
表
）。

頸
城
郡
に
は
全
体
の
約
三
分
の

一
に
当
た
る

一
〇
郷
が
あ
り
、
ほ
か
の
郡
の
三

―
五
郷
と
の
差
は
大
き
い
。　
一
郷
当
た
り
の
人
口
は
大
き
な
差
は
な
い
と
推
測

さ
れ
、
頸
城
郡
の
平
野
部
の
面
積
が
ほ
か
の
郡
よ
り
と
く
に
広
い
こ
と
は
な
い

こ
と
か
ら
、
顕
城
郡
は
人
口
密
度
が
相
対
的
に
か
な
り
高
い
と
い
え
る
。
そ
の

な
か
で
も

一
〇
郷
の
う
ち
九
郷
ま
で
が
分
布
す
る
頸
城
平
野
の
地
域
は
、
越
後

で
は
人
口
密
度
が
も
っ
と
も
高
く
、
そ
の
背
景
と
し
て
生
産
力
も
高
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
国
府
が
頸
城
郡
に
置
か
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

古
代
の
越
後
は
、
頸
城
郡
を
の
ぞ
け
ば
、
広
大
な
土
地
を
擁
し
な
が
ら
、
き

わ
め
て
少
な
い
耕
地
し
か
な
く
、
人
口
も
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況

（７
）

は
遺
跡
の
あ
り
方
か
ら
も
お
お
よ
そ
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　
淳
足
柵
設
置
以
前
の
越
後
平
野

越
後
に
お
け
る
古
墳
と
そ
の
時
代
の
遺
跡
は
、
地
域
性
と
も
関
連
し
て
か
北

陸
地
方
西
部
や
関
東
地
方
に
比
し
て
か
な
ら
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
そ
の
調
査

例
も
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
不
分
明
で
あ
る
が
、

お
お
よ
そ
の
傾
向
は
把
握
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
五
世
紀
を
中
心
と

し
た
空
白
期
を
境
に
そ
の
前
後
は
様
相
が
大
き
く
変
化
す
る
。
前
期
は
古
墳

・

集
落
と
も
相
対
的
に
多
い
が
、
中
期
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
く
な
り
、
後
期

に
は
い
る
と
少
数
な
が
ら
ふ
た
た
び
あ
ら
わ
れ
る
。
以
下
、
集
落
と
古
墳
に
わ

け
て
概
観
す
る
。

●
　
集
落
の
様
相

古
墳
時
代
前
期
は
、
古
代
の
遺
跡
で
も
あ
る
的
場
遺
跡

〔新
潟
市

一
九
九

四
〕

。
緒
立
遺
跡

〔黒
埼
町
教
育
委
員
会
一
九
九
三
〕、
山
三
賀
Ⅱ
遺
跡

（聖
篭
町
）

〔新
潟
県
教
育
委
員
会

一
九
八
九
〕
を
は
じ
め
多
く
の
遺
跡
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
中
期
の
五
世
紀
に
は
い
る
と
衰
退
し
、
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
確

認
で
き
な
く
な
る
。
山
三
賀
Ⅱ
遺
跡
が
中
期
初
頭
で
廃
絶
す
る
の
は
、
前
期
か

ら
中
期
へ
の
変
化
を
象
徴
し
て
い
る
。
五
世
紀
代
の
遺
物
は
新
潟
市
阿
賀
野
川

中
洲
遺
跡
な
ど
で
少
量
採
集
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

後
期
の
六

・
七
世
紀
の
遺
跡
は
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
数
は
少
な

い
。
大
世
紀
の
遺
跡
と
し
て
は
、
蒲
原
郡
の
千
刈
遺
跡

（加
茂
市
）、
沼
垂
郡
の

馬
見
坂
遺
跡

（新
発
田
市
）、
磐
船
郡
の
高
田
遺
跡

（神
林
村
）
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
る
。
馬
見
坂
遺
跡
は
未
発
掘
な
が
ら
採
集
さ
れ
て
い
る
土
器
の
あ
り
方
か

ら
み
て
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
集
落
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
か
の
遺
跡
の
実

態
は
不
明
で
あ
る
。
七
世
紀
の
遺
跡
は
、
末
葉
に
成
立
す
る
も
の
を
の
ぞ
く
と
、
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ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
七
世
紀
後
半
の
三
角
点
下
遺
跡

（村
上
市
）
は
、
海

岸
に
面
し
た
標
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
立
地
す
る
と
い
う
特
殊
な
遺

跡
で
、
磐
舟
柵
の
推
定
地
に
近
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
る
。

後
期
の
集
落
は
、
越
後
平
野
以
外
で
は
、
頭
城
地
方
と
魚
沼
地
方
を
中
心
に

い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。
顕
城
郡
の
田
伏
遺
跡

（糸
魚
川
市
）

・
山
畑
遺

跡

（上
越
市
）

。
一
之
口
遺
跡

（同
）、
三
嶋
郡
の
高
塩
Ｂ
遺
跡

（西
山
町
）、
魚

沼
郡
の
馬
場
上
遺
跡

（十
日
町
市
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
山
畑
遺

跡

。
一
之
口
遺
跡
な
ど
は
多
数
の
竪
穴
住
居
を
主
と
し
た
集
落
の
様
相
が
把
握

さ
れ
て
い
る
。
越
後
は
他
地
域
に
比
し
て
遺
跡
の
分
布
密
度
が
低
く
、
越
後
平

野
の
地
域
は
そ
の
な
か
で
も
相
対
的
に
低
い
と
い
え
る
。

①
　
越
後
に
お
け
る
古
墳
の
分
本
と
波
及
経
路

（第
５
図
）

集
落
遺
跡
は
沖
積
平
野
に
埋
没
し
て
発
見
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、

古
墳
の
あ
り
方
も
集
落
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
前
期
古
墳
は
近
年
多
く
の

古
墳
が
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
、
比
較
的
数
は
多
い
。
平
野
の
東
西
に
分
布
し
、

東
側
に
は
円
墳
の
古
津
八
幡
山
古
墳

（新
津
市
）、
前
方
後
円
墳

。
前
方
後
方

墳

。
円
墳
か
ら
な
る
保
内
三
王
山
古
墳
群

（三
条
市
）、
西
側
に
は
前
方
後
方
墳

の
山
谷
古
墳

。
前
方
後
円
墳
の
菖
蒲
塚
古
墳

（巻
町
）、
円
墳
の
緒
立
遺
跡

全
一

埼
町
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
前
期
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
阿
賀

野
川
以
北
に
も
、
古
墳
の
可
能
性
が
強
い
城
の
山
の
塚

（中
条
町
）
が
あ
る
。

最
大
規
模
の
古
墳
は
径
約
五
六
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
古
津
八
幡
山
古
墳
、

前
方
後
円
墳
と
し
て
は
全
長
五
四
メ
ー
ト
ル
の
菖
蒲
塚
古
墳
で
、
古
墳
の
ラ
ン

ク
と
し
て
は
相
対
的
に
か
な
り
低
く
、
古
墳
が
多
い
前
期
に
あ
っ
て
も
生
産
力

の
絶
対
的
な
低
さ
を
示
唆
す
る
。
ま
た
単
独
か
二

。
三
基
の
群
で
存
在
し
、
長

期
に
わ
た
っ
て
有
力
な
被
葬
者
集
団
が
存
続
し
た
よ
う
す
は
認
め
ら
れ
な
い
。

中
期
古
墳
は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ふ
た
た
び
古
墳
が
確
認

さ
れ
る
の
は
工
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
半
頃
で
あ
る
。
保
内
三
王
山
古
墳
群
は

一
〇
基
以
上
の
木
棺
直
葬
墳
か
ら
な
り
、
北
部
に
は
北
部
九
州
系
の
竪
穴
系
横

口
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
浦
田
山
古
墳
群

（二
基
・
村
上
市
）
が
飛
石
状

に
分
布
す
る
。
六
世
紀
後
半
以
降
全
国
的
に
盛
行
す
る
横
穴
式
石
室
は
ま
っ
た

く
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
平
野
南
端
に
は
横
穴
式
木
芯
礫
室
と
も
い
う
べ
き
特

殊
な
内
部
主
体
を
も
ち
、
七
世
紀
初
頭
頃
に
比
定
さ
れ
る
大
萱
場
古
墳

（長
岡

市
）
が
単
独
で
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
に
越
後
平
野
で
は
後
期
の
古
墳
は
か
な
り
少
な
く
、
な
か
で
も
六

世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
古
墳
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。　
一
方
、

越
後
平
野
以
外
の
地
域
で
は
こ
れ
と
対
照
的
な
み
り
方
が
み
ら
れ
る
。
頸
城
地

方
と
魚
沼
地
方
に
お
い
て
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
末
葉
に
か
け
て
観
音
平

・
天

神
堂
古
墳
群

（新
井
市
）、
蟻
子
山
古
墳
群

。
飯
綱
山
古
墳
群

（六
日
町
）
な
ど
、

竪
穴
系
の
内
部
主
体
を
も
つ
大
規
模
な
群
集
墳
が
出
現
し
、
六
世
紀
後
半
か
ら

七
世
紀
に
は
水
科

・
宮
口
古
墳
群

（三
和
村
・
牧
村
）
な
ど
、
横
穴
式
石
室
墳

を
主
体
と
し
た
群
集
墳
が
あ
ら
た
に
形
成
さ
れ
る
。
両
地
域
は
信
濃

・
上
野
国

境
に
近
い
内
陸
部
に
位
置
し
、
前
期
古
墳
が
分
布
し
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
越
後
の
古
墳
は
時
期
と
地
域
に
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
偏
在
し



て
い
る
。
こ
れ
は
越
後
へ
の
古
墳
の
波
及
経
路

が
時
期
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
前
期
に
お
い
て
は
古
墳

は
ほ
と
ん
ど
越
後
平
野
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、

お
も
に
日
本
海
ル
ー
ト
に
よ
り
、
能
登
地
方
か

ら
直
接
的
に
波
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
期

に
は
い
る
と
古
墳
は
急
速
に
衰
退
し
た
。
中
期

後
半
か
ら
後
期
に
至
る
と
、
魚
沼
地
方
南
都
、

頸
城
地
方
南
部
に
大
規
模
な
古
墳
群
が
形
成
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
内
陸
ル
ー
ト
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
濃
尾
地
方
か
ら
信
濃
を

経
由
す
る
古
代
の
東
山
道
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
経

路
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
海
ル
ー
ト
の
存
在
も

浦
田
山
古
墳
群
や
佐
渡
の
古
墳
か
ら
う
か
が
え

る
が
、
内
陸
ル
ー
ト
よ
り
比
重
は
か
な
り
小
さ

い
。集

落
遺
跡
と
古
墳
の
あ
り
方
か
ら
見
る
か
ぎ

り
、
古
墳
時
代
の
越
後
の
在
地
社
会
は
、
前

期

・
中
期

。
後
期
と
継
続
的
に
展
開
し
て
は
お

ら
ず
、
そ
の
背
景
に
畿
内
王
権
の
変
化
と
の
関

係
も
想
定
さ
れ
続
ド
と
り
わ
け
越
後
平
野
で
は

身
・ト

1 浦田山古墳群
2 城の山 (古墳 )
3 古津八幡山古墳
4 緒立八幡神社古墳
5 菖蒲塚古墳
6 山谷古墳
7 保内三王山古墳群
8 大萱場古墳
9 行塚古墳    16
10 古林古墳群
■ 飯網山古墳群
蟻子山古墳群

12 吉里古墳群
13 宮口古墳群
水科古墳群

14 観音平古墳群
天神堂古墳群

15 梨ノ木古墳群
小丸山古墳群

16 台ヶ鼻古墳
17 真野古墳群

凡例

▲ 4世紀

■ 5世紀後半～ 6世紀

● 6世紀後半～ 7世紀
内陸ルー ト

(5世紀後半以降)
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第 5図 越後の時期別古墳分布と波及経路
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五
世
紀
代
の
遺
跡
と
古
墳
が
空
白
と
も
い
え
る
状
況
で
あ
り
、
有
力
な
集
落
の

多
く
が
衰
退
し
、
集
落
の
数
や
人
口
は
減
少
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
六

・
七
世

紀
も
い
ぜ
ん
低
調
で
、
多
く
の
集
落
が
成
立
し
、
活
発
に
耕
地
が
開
発
さ
れ
た

よ
う
す
は
う
か
が
え
な
蝙
．
こ
の
状
況
は
阿
賀
野
川
を
境
に
し
て
も
大
き
く
変

わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
七
世
紀
中
葉
の
大
化
年
間
に
、
越
後
平
野
の
海
岸
中
央

に
淳
足
柵
が
、
北
端
に
磐
舟
柵
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
当
時
の
、

越
後
平
野
の
地
域
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
七
世
紀
後
半
以
降

の
越
後
平
野

古
墳
時
代
の
あ
と
の
越
後
で
は
各
種
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
安
時
代
の
九
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
は
集
落
と
手
工
業
生
産
と
も
大
き
な
画

期
が
あ
り
、
地
域
の
様
相
が
総
じ
て
変
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し

た
動
向
は
東
日
本
と
共
通
し
て
い
る
。

●
　
集
落
様
相
と
そ
の
画
期

越
後
平
野
に
お
い
て
七
世
紀
以
降
に
あ
ら
た
に
集
落
が
成
立
す
る
の
は
、
七

世
紀
末
か
ら
入
世
紀
初
頭
で
あ
る
。
人
世
紀
代
の
遺
跡
数
は
九
世
紀
中
葉
以
降

よ
り
は
少
な
い
が
、
六

・
七
世
紀
よ
り
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
蒲
原
郡
の

長
沼
遺
跡

（新
津
市
）
〔新
津
市
教
育
委
員
会
一
九
九
一
〕
は
遺
跡
の
構
造
は
明
か

で
は
な
い
が
、
七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
人
世
紀
第
１
四
半
期
の
遺
物
が
ま
と

ま
っ
て
出
上
し
て
お
り
、
平
野
部
に
立
地
し
た
遺
跡
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

阿
賀
野
川
以
北
の
沼
垂
郡
の
山
三
賀
Ⅱ
遺
跡

（第
６
図
）
は
人
世
紀
初
頭
に
成

立
し
、
九
世
紀
後
半
に
衰
退
す
る
大
規
模
な
集
村
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
典
型

的
な
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。
住
居
は
竪
穴
住
居
が
主
体
で
、
二

。
三
棟
が
ま
と

ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
は
倉
庫
や
井
戸
を
所
有
せ
ず
そ
の
自

立
度
は
低
い
。
ま
た
、
砂
丘
上
に
立
地
し
、
耕
地
と
距
離
的
に
離
れ
て
い
る
点

も
、
の
ち
の
小
丸
山
遺
跡

（新
潟
市
、
第
７
図
）
【新
潟
市
教
育
委
員
会
一
九
八
七
・

新
潟
市
一
九
九
四
〕
の
集
落
形
態
と
の
差
は
大
き
い
。

山
三
賀
Ⅱ
遺
跡
の
衰
退
期
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
九
世
紀
中
葉
か
ら

一
〇
世

紀
に
集
落
の
様
相
は
大
き
く
変
化
す
る
。
遺
跡
数
は
い
ち
じ
る
し
く
多
く
な
り

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
遺
跡
が
立
地
し
な
か
っ
た
沖
積
地
の
な
か
の
微
高
地
、
比

較
的
標
高
の
高
い
台
地

。
丘
陵
上
に
も
広
く
分
布
す
る
。
こ
の
時
期
を
代
表
す

る
の
が
小
九
山
遺
跡
で
あ
る
。
住
居
は
す
べ
て
掘
立
柱
建
物
で
、
二

・
三
棟
の

建
物
が
井
戸

・
廃
棄
土
坑

。
畑
な
ど
を
伴
っ
て
明
確
な
生
活
と
消
費
の
単
位
を

形
成
す
る
。
水
田
と
な
る
沖
積
地
と
は
地
形
的
に
連
続
し
、
宅
地
と
耕
地
と
の

一
体
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
集
落
の
成
立
は
山
三
賀
Ⅱ
遺
跡
の
よ
う
な
集

村
の
解
体
と
表
裏

一
体
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
郡
衡
遺
跡
が
衰

退
す
る

一
〇
世
紀
に
は
平
面
積
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
規
模
な
建
物

を
中
心
と
し
た
遺
跡
が
出
現
す
る
。
門
新
遺
跡

（和
島
村
）、
道
下
遺
跡

（田
上

町
）、
江
向
遺
跡

（上
越
市
）
な
ど
で
、
郡
衛
消
滅
以
後
の
在
地
支
配
の
機
能
を

も
つ
と
推
測
さ
れ
る
。

０
　
手
工
業
生
産
の
開
始
と
変
容



古
墳
時
代
の
越
後
で
は
須
恵
器
生
産
は
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
七
世
紀
末
頃
か
ら
生

産
が
始
ま
続
¨
古
志
郡
に
は
梯
子
谷
窯
跡

（出
雲
崎
町
）
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
長
沼

遺
跡
の
須
恵
器
か
ら
み
て
蒲
原
郡
に
も
七
世

紀
第
４
四
半
期
に
窯
が
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
沼
垂
郡
で
は
山
三
賀
Ⅱ
遺
跡
の
須
恵

器
か
ら
み
て
人
世
紀
第
１
四
半
期
か
ら
生
産

開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
蒲
原
郡
よ
り
は

生
産
開
始
の
時
期
が
若
干
遅
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
あ
と
九
世
紀
中
葉
頃
ま
で
は
全

般
的
に
さ
か
ん
に
生
産
さ
れ
る
。
越
後
で
は

磐
船
郡

・
魚
沼
郡
を
の
ぞ
く
と
大
規
模
な
生

産
地
が
あ
り
、
越
後
平
野
の
地
域
で
は
、
古

志
郡
に
西
古
志
窯

（寺
泊
町
。
和
島
村
。
出
雲

崎
町
）、
蒲
原
郡
に
新
津
丘
陵
の
窯
群

（新
津

市
・
五
泉
市
）、
沼
垂
郡
に
笹
神

・
真
木
山
窯

（笹
神
村
・
豊
浦
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
分
布
す
る

（第
８
図
）。
製
品
の
流
通

・
消
費
も
郡
を
基

本
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
的
場
遺
跡

・

小
丸
山
遺
跡
は
新
津
丘
陵
、
山
三
賀
Ⅲ
遺
跡

第 6図 山三賀H遺跡の遺構配置図 〔新潟県教育委員会 1989〕
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第 7図 小丸山遺跡遺構配置図 〔新潟市教育委員会 1987〕
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古代越後平野の環境 。交通・官衡

は
笹
榊

・
真
木
山
窯
の
製
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

須
恵
器
の
ほ
か
に
鉄
と
塩
の
生
産
も
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
に
い
っ
せ

い
に
始
ま
る
と
推
測
さ
れ
る
。
製
錬
遺
跡
は
須
恵
器
窯
と
ほ
ぼ
同
様
に
島
崎
川

流
域
、
新
津
丘
陵
、
笹
神
丘
陵
に
分
布
し
、
郡
ご
と
の
生
産
と
流
通
の
あ
り
方

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
海
岸
で
は
塩
の
生
産
が
行
な
わ
れ
た
。
沼
垂
郡
で
は

出
山
遺
跡

（新
潟
市
）
と
そ
の
周
辺
に
入
世
紀
第
２
四
半
期
か
ら
九
世
紀
後
半

ま
で
継
続
す
る
製
塩
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
工
業
生
産

が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

越
後
の
須
恵
器
窯
は
九
世
紀
後
半
か
ら
末
葉
に
い
っ
せ
い
に
衰
退
す
る
。
そ

れ
に
か
わ
っ
て
流
通
す
る
の
が
、
佐
渡
島
の
小
泊
窯

（羽
茂
町
）
の
製
品
で
あ

る
。
小
泊
窯
は
九
世
紀
第
２
四
半
期
に
は
成
立
す
る
大
規
模
な
窯
で
、　
一
〇
世

紀
後
半
に
衰
退
す
る
。
九
世
紀
後
半
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
に
は
越
後
全
域
に
お

い
て
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
。
窯
の
立
地
は
島
内
よ
り
も
島
外
の
流
通
に

適
し
て
お
り
、
越
後
全
域
を
市
場
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
物
資
の
輸
送
に
適
し
た
内
水
面
が
発
達

し
て
い
る
と
い
う
越
後
の
地
理
的
条
件
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
生
産
と
流
通
を

そ
れ
ぞ
れ
掌
握
し
て
い
た
佐
渡
と
越
後
の
国
衛
が
提
携
し
て
関
与
し
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る

〔春
日
一
九
九
こ
。

こ
の
よ
う
に
集
落
と
手
工
業
生
産
の
画
期
は

一
致
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の

様
相
を
よ
く
示
す
。
古
墳
時
代
の
あ
と
に
本
格
的
な
動
き
が
見
ら
れ
る
の
が
七

世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
淳
足
柵

・
磐
舟

柵
の
設
置
か
ら
約
半
世
紀
後
で
あ
る
。
両
柵
と
も
柵
戸
が
置
か
れ
た
が
、
城
柵

の
設
置
に
よ
り
越
後
平
野
の
地
域
が
す
み
や
か
に
開
発
さ
れ
、
律
令
社
会
が
定

着
す
る
よ
う
な
状
況
は
み
ら
れ
ず
、
淳
足
柵
は
半
世
紀
に
近
い
間
あ
た
か
も
越

後
平
野
中
央
に
孤
立
す
る
か
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
大
化
年
代

麻
　
　
　
　
　
畑

泊

Ｂ

Ｂ
Ｅ
Ｅ

メ

第 8図 越後・佐渡の須恵器窯の編年
〔坂井1989-部改変〕



と
い
う
早
い
時
期
に
設
置
さ
れ
た
淳
足
柵

・
磐
舟
柵
の
当
初
の
機
能
の

一
端
が

示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
後
八
世
紀
か
ら
、
九
世
紀
中
葉
ま
で
は
律
令
体
制
と
連
動

し
た
地
域
開
発
が
行
な
わ
れ
、
九
世
紀
中
葉
か
ら

一
〇
世
紀
は
そ
れ
を
基
盤
に

あ
ら
た
な
社
会
に
展
開
し
た
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
城
柵
が
設
置
さ
れ
た

阿
賀
北
地
方
阿
賀
野
川
以
北
に
お
け
る
集
落
の
編
成
、
須
恵
器
生
産
の
開
始
な

ど
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
八
世
紀
初
頭
以
降
に
確
認
さ
れ
、
阿
賀
野
川
以
南
の
蒲

原

。
古
志
郡
の
地
域
よ
り
若
干
遅
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
八
世
紀
の
第
２
四

半
期
に
は
そ
れ
も
隆
盛
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
曽
根
遺
跡
な
ど
の
官
衛
遺
跡
も

成
立
し
て
、
阿
賀
野
川
以
南
の
地
域
と
様
相
が
大
き
く
こ
と
な
る
よ
う
す
は
な

い
。

四
　
官
衡
関
連
遺
跡
と
交
通

●
　
入
幡
林
遺
跡

〔和
島
村
教
育
委
員
会
一
九
九
二
―
九
四
〕

三
島
郡
和
島
村
所
在
。
越
後
平
野
の
南
辺
西
端
、
信
濃
川
の
支
流
の
島
崎
川

流
域
の
谷
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
越
後
平
野
か
ら
約
人
キ
ロ
ほ
ど
谷
に
入
っ
た

と
こ
ろ
の
、
半
島
状
に
突
き
出
た
低
い
丘
陵
上
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
低
地
に
立

地
す
る
。
所
属
は
古
志
郡
で
あ
る
。
人
世
紀
前
半
に
成
立
し
、　
一
〇
世
紀
初
頭

に
廃
絶
し
た
。
こ
の
間
遺
構
の
分
布
や
構
成
に
よ
り
お
お
よ
そ
三
時
期
の
変
遷

が
あ
る
。
丘
陵
上
に
は

一
部
竪
穴
住
居
を
含
む
掘
立
柱
建
物
群
が
あ
り
、
そ
の

一
角
に
大
型
の
四
面
廂
付
建
物

（Ｃ
地
区
Ｓ
Ｂ
〇
一
じ
が
あ
る
。
そ
の
直
下
の
低

地
に
も
建
物
群
が
あ
り
、
周
辺
に
は
道
路
遺
構
も
あ
る

（第
９
図
）。

墨
書
土
器
に
は
二
〇
点
ほ
ど
の

「大
領
」
の
ほ
か
に

「郡
」
「郡
殿
新
」
な

ど
が
あ
り
、
木
簡
に
は

「上
大
領
殿
門
」
「上
郡
殿
門
」
と
記
し
た
封
絨
木
簡

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
型
的
な
政
庁
と
倉
庫
群
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
大
領
の
館
な
ど
の
古
志
郡
衝
を
構
成
す
る
主
要
な
施
設
が
存
在
し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
沼
垂
城
と
の
直
接
的
な
関
係
を
示
す
木
簡

や
隣
の
蒲
原
郡
符
が
出
土
し
て
お
り
、
初
期
に
は
た
だ
た
ん
な
る
郡
衛
で
は
な

く
、
国
府
直
轄
の
施
設
で
あ
る
沼
垂
城
´
も
密
接
に
関
連
す
る
機
能
ゞ
想
定
さ

れ
る
。

遺
跡
か
ら
は
北
陸
道
の
駅
家
で
あ
る

「大
家
騨
」
と
い
う
九
世
紀
の
墨
書
土

器
が
出
上
し
て
い
る
。
島
崎
川
の
谷
に
古
代
の
北
陸
道
駅
路
が
通
っ
て
お
り
、

付
近
に
駅
家
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
陸
道
は
、
こ
こ
か
ら
少
し
北
ヘ

進
ん
で
海
岸
に
出
て
佐
渡
へ
渡
る
が
、
越
後
に
お
い
一
は
越
後
国
臓
〆
所
在
す

る
頸
城
地
方
と
越
後
平
野
と
を
結
ぶ
幹
線
交
通
路
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
遺
跡

か
ら
北
は
内
水
面
を
基
盤
と
し
た
越
後
平
野
の
交
通
網
に
直
結
し
、
水
陸
の
交

通
の
交
替
地
点
で
も
あ
る
。
越
後
平
野
の
東
西
の
動
脈
は
信
濃
川
と
西
川
で
あ

り
、
こ
こ
か
ら
は
と
も
に
近
い
。
島
崎
川

・
西
川
、
信
濃
川
を
介
し
て
的
場
遺

跡

・
緒
立
遺
跡
、
信
濃
川
河
日
の
蒲
原
津
、
さ
ら
に
は
阿
賀
野
川
の
河
回
の
沼

垂
城
と
も
結
ば
れ
る
。
八
幡
林
遺
跡
は
国
府
の
あ
る
要
城
地
方
と
沼
垂
城
の
ほ

ぼ
中
間
に
あ
り
、
こ
こ
を
中
継
点
と
し
て
、
頸
城
平
野

（国
府
）
―
八
幡
林
遺

跡
―
越
後
平
野

（的
場
・
緒
立
遺
跡
、
沼
垂
城
）
と
い
う
越
後
の
交
通
体
系
が
成
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立
し
た
こ
と
に
な
る

（第
１０
図
）
。
こ
の
よ
う
な
交
通
上
の
重
要
な
位
置
か
ら
も
、

郡
行
の
ほ
か
に
国
府
の
出
先
機
関
や
、
駅
家
な
ど
が
併
置
さ
れ
た
複
合
的
な
官

衛
群
を
形
成
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

０
　
的
場
遺
跡

・
緒
立
遺
跡

〔新
潟
市

一
九
九
四
・
黒
埼
町
教
育
委
員
会

一
九
九

一一百的
場
遺
跡
は
新
潟
市
、
緒
立
遺
跡
は
そ
の
と
な
り
の
黒
埼
町
に
所
在
す
る
。

二
つ
の
遺
跡
は
信
濃
川
の
河
日
か
ら
約

一
〇
キ
ロ
の
大
低
湿
地
帝
に
位
置
し
、

信
濃
川
と
そ
の
支
流
の
西
川
の
分
岐
点
の
近
く
に
所
在
す
術
¨
的
場
遺
跡
は
潟

湖
に
面
し
た
埋
没
砂
丘
上
に
立
地
し
、
緒
立
遺
跡
は
こ
の
西
方
七
〇
〇
―
八
〇

古
志
郡

○
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
所
属
は
蒲
原
郡
で
あ
る
。
両
者
と
も
八
世
紀
第
２

四
半
期
頃
に
成
立
し
、
緒
立
遺
跡
は
九
世
紀
後
半
に
、
的
場
遺
跡
は

一
〇
世
紀

後
半
頃
に
衰
退
す
る
。
遺
構

・
遺
物
の
内
容
は
共
通
し
、
た
が
い
に
密
接
に
関

連
し
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
遺
構
は
す
べ
て
掘
立
柱
建
物
で
、
と
も
に

大
規
模
な
総
柱
建
物
が
み
ら
れ
る

（第
１１
図
）。
こ
こ
で
は
的
場
遺
跡
か
ら
遺
跡

の
様
相
を
概
観
し
て
お
く
。

出
土
遺
物
に
は
農
具
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
が
、
土
錘

・
浮
子

・
網
針

。

櫂
な
ど
を
含
む
大
量
の
漁
具
が
注
目
さ
れ
る

（第
１２
図
）。
立
地
条
件
や
大
型
の

浮
子
、
「杉
人
鮭
」
の
木
簡
、
鮭
の
骨
の
出
土
な
ど
か
ら
、
鮭
を
は
じ
め
と
し

226



た
内
水
面
の
漁
排
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
官
衛
遺
跡

に
特
徴
的
な
律
令
官
人
や
律
令
祭
祀
に
関
連
し
た
遺
物
も
豊
富
で
あ
る

（第
１３

図
）。
装
身
具
に
は
櫛

・
檜
扇

・
下
駄

。
木
沓
、
帯
金
具
、
大
刀
足
金
具
、
祭

祀
具
に
は
斎
串

。
人
形

。
舟
形

・
馬
形

・
刀
形

。
琴
柱
な
ど
が
あ
り
、
ほ
か
に

独
楽
や
和
同
開
亦
二
〇
枚
の
埋
納
遺
構
も
注
目
さ
れ
る
。
上
器
は

一
般
集
落
で

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
器
種
が
多
く
、
緑
釉

。
灰
釉
陶
器
や
京
都
篠
窯
の
須

恵
器
鉢
な
ど
も
か
り
、
「次
食
」
な
ど
の
木
簡
や
多
量
の
墨
書
土
器
も
出
土
し

て
い
る
。
緒
立
遺
跡
で
は
人
面
墨
書
土
器

・
サ
イ
コ
ロ
が
注
目
さ
れ
る
。

二
つ
の
遺
跡
は
鮭
を
は
じ
め
と
し
た
内
水
面
漁
業
の
基
地
で
、

捕
獲
し
た
水
産
物
を
加
工
す
る
場
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
出

土
遺
物
や
遺
構
か
ら
み
て
、
そ
の
経
営
に
は
官
衛
が
関
わ
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
越
後
は
調
庸

・
中
男
作
物

・
年
料
貢
進
御
贄

と
し
て
、
鮭
や
氷
頭

。
背
腸
な
ど
の
加
工
品
を
貢
進
し
て
い
た
。

ま
た
鮭
は
平
安
後
期
に
東
大
寺
封
物
と
し
て
代
納
さ
れ
、
『新
猿

楽
記
』
に
は
漆
と
と
も
に
越
後
の
特
産
物
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、
越
後
に
と
っ
て
特
別
の
意
義
を
も
つ
重
要
な
産
物
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
律
令
期
に
お
い
て
は
、
国
衛
な
ど
の
官
編
〆

鮭
を
捕
獲

・
加
工
し
、
官
衛
に
供
給
し
た
り
貢
進
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
重
要
な
港
で
あ
る
信
濃
川
の
河
口
に
近
く
、
内

水
面
交
通
に
適
し
た
立
地
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
の
流
通
に
関

係
し
た
性
格
も
想
定
さ
れ
続
．
緒
立
遺
跡
は
的
場
遺
跡
よ
り
も
広

く
、
そ
の
管
理
的
な
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。

０
　
曽
根
遺
跡

〔豊
浦
町
教
育
委
員
会
一
九
人
一
・
八
一
芭

北
蒲
原
郡
豊
浦
町
所
在
。
阿
賀
野
川
以
北
の
沼
垂
郡
内
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る

福
島
潟
の
湖
岸
に
立
地
す
る
。
福
島
潟
は
阿
賀
野
川
に
通
じ
、
そ
の
河
日
に
あ

る
沼
垂
城
と
も
近
く
、
的
場
遺
跡

・
緒
立
遺
跡
な
ど
と
も
水
上
交
通
で
結
ば
れ

る
。
人
世
紀
前
半
の
第
２
四
半
期
頃
に
成
立
し
、
九
世
紀
後
半
に
衰
退
す
る
。

人
幡
林
遺
跡
、
的
場
遺
跡

・
緒
立
遺
跡
と
合
せ
て
ほ
ぼ
同
時
に
官
衛
関
連
遺
跡

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
期
が
当
地
域
の
大
き
な
画
期
と
考
え
ら
れ

古代越後平野の環境 。交通
。官衛

E湿 地 (未分解の

第■図 的場遺跡遺構配置図



第12図 的場遺跡出土漁粉関係遺物 〔新潟市 1994〕
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古代越後平野の環境 。交通
。官衡

る
。
桁
行
二
間
か
ら
四
間
の
掘
立
柱
建
物
が
多
く
、
竪
穴
住
居
は
な
い

（第
１４

図
）。
こ
の
時
期
の
集
落
に

一
般
に
み
ら
れ
な
い
井
戸
が
数
基
あ
る
。
文
字
は

不
明
で
あ
る
が
、
付
札
木
簡
が
出
上
し
て
お
り
、
墨
書
土
器
に
は

「郡
」
「上

殿
」
な
ど
が
あ
る
。
ほ
か
に

「王
」
字
状
の
刻
印
を
も
つ
須
恵
器
、
円
面
硯
、

斎
串
や
舟
形
な
ど
の
律
令
祭
祀
具
、
檜
扇

。
木
沓
な
ど
が
あ
る
。

出
土
遺
物
に
は
農
具
は
ま
っ
た
く
な
く
、
広
大
な
潟
湖
を
ひ
か
え
た
周
辺
の

地
形
か
ら
も
農
業
生
産
を
基
盤
と
し
た
遺
跡
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。　
一
方
、
背

後
の
笹
神
丘
陵
に
は
須
恵
器
と
鉄
の
大
生
産
地
が
あ
り
、
そ
の
盛
衰
と
遺
跡
の

時
期
は
ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り
、
「王
」
字
状
刻
印
の
須
恵
器
や
焼
歪
み
の
あ
る

須
恵
器
の
出
土
も
そ
う
し
た
生
産
地
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。
前
述
の
よ
う
に

入
世
紀
か
ら
九
世
紀
中
葉
ま
で
は
、
須
恵
器
の
生
産
と
流
通
は
郡
ご
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。
福
島
潟
は
郡
内
の
中
央
に
位
置
し
、
内
水
面
交
通
の
要
で
も
あ

り
、
流
通
に
適
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
遺
跡
は
須
恵
器
や
鉄
な
ど
の
生

産
遺
跡
と

一
体
と
な
り
、
製
品
の
集
積

・
配
送
に
関
わ
り
、
同
時
に
種
々
の
物

資
の
流
通
に
も
あ
た
る
、
港
に
併
設
さ
れ
た
沼
垂
郡
の
関
連
施
設
と
推
測
さ
れ

続
．
笹
神
丘
陵
の
須
恵
器
窯
の
衰
退
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
郡
の
流
通
拠
点
で

あ
る
曽
根
遺
跡
は
九
世
紀
後
半
に
衰
退
傾
向
に
な
り
、
か
わ
っ
て
佐
渡
小
泊
窯

の
須
恵
器
が
越
後
に
大
量
に
流
通
す
る
と
い
う
あ
ら
た
な
時
代
に
は
い
る
。

硼
　
発
久
遺
跡

〔笹
神
村
教
育
委
員
会
一
九
九
一
〕

北
蒲
原
郡
笹
神
村
所
在
。
曽
根
遺
跡
の
五
キ
ロ
南
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
。

八
世
紀
後
半
か
ら
末
に
成
立
し
、
九
世
紀
後
半
に
衰
退
す
る
。
遺
跡
の
成
立
時

①

　

４

　

キ

　

■

　

■

角

舶

四

十
①

1厚
期
は
他
遺
跡
よ
り
退
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
狭
い
範
囲
の
調
査
の
た
め
遺
跡

の
構
造
は
明
確
で
は
な
い
が
、
掘
立
柱
建
物
と
推
定
さ
れ
る
柱
穴
列
が
あ
り
、

遺
跡
を
区
画
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
自
然
河
川
か
あ
る
い
は
大
規
模
な
溝
が
あ

る
。
月
朔
干
支
を
記
し
た
暦
様
木
簡
と
返
抄
木
簡
、
「寺
」
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
斎
串

・
檜
扇

・
櫛
な
ど
の
ほ
か
に
農
具

や
漁
具
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
も
あ
る
。
周
辺
の
地
形
は
曽
根
遺
跡
の
よ
う
に
周

辺
に
潟
湖
や
湛
水
地
が
広
が
る
よ
う
な
環
境
で
は
な
く
、
水
田
の
開
発
と
経

営

・
管
理
に
あ
た
る
官
衡
的
な
機
能
を
そ
な
え
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
に
か
え

て

蛹
◎9   叩m 
呵

第14図 曽根遺跡遺構配置図



こ
れ
ま
で
越
後
平
野
の
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
状
況
を
考

古
資
料
か
ら
概
観
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
は
全
般
に
古
墳

時
代
後
期
は
社
会
全
般
の
活
動
が
低
調
で
あ

っ
た
が
、
律
令
体
制
の
確

立
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
段
階
で

急
速
に
変
化
し
、
集
落

。
官
衛

・
手
工
業
生
産
な
ど
が
活
発
に
展
開
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
た

（第
１５
図
）。
こ
の
時
期
に
越
後
国
の
領
域
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
。
持
統
朝
の
六
九
〇
年
頃
に
越
国
が
分
割
さ
れ
、
阿
賀
北
地

方
は
越
後
国
と
な
り
、
大
宝
二
年

（七
〇
一
し
に
阿
賀
野
川
以
南
の
地
域
が
越

中
国
か
ら
越
後
国
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
和
銅
元
年

（七
〇
八
）
の
出
羽

郡
設
置
を
経
て
、
同
五
年

（七
〓
じ
に
出
羽
国
が
分
立
し
、
よ
う
や
く
の
ち

の
越
後
の
国
域
が
確
定
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
律
令
体
制
の
確
立
に
向
け
て
の

急
速
な
動
き
が
あ
り
、
あ
る
程
度
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
続
．

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
淳
足
柵

・
磐
舟
柵
が
設
置
さ
れ
た
阿
賀
北
地
方
は
、

当
初
阿
賀
野
川
以
南
の
地
域
と
別
の
国
で
あ
り
、
淳
足
柵

（沼
垂
城
）
が
養
老

年
間

（七
二
四
ま
で
）
ま
で
は
機
能
し
て
お
り
、
阿
賀
野
川
以
南
の
地
域
と
政

治
的
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
人
世
紀
前
半
以
降
の
集

落

。
生
産
な
ど
の
様
相
は
、
阿
賀
野
川
の
南
北
で
顕
著
な
差
は
み
ら
れ
均
）
こ

の
地
域
の
政
情
は
安
定
し
律
令
的
支
配
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

沼
垂
城
が
い
つ
ま
で
存
続
し
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
養
老
年
間
以
降
も

な
お
存
続
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
お
も
な
機
能
は
越
後
の
政
情
安
定
、
律

令
的
支
配
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
越
後
の
北
に
は
越
後
国
か
ら
分
か
れ
た

(沼垂城 )

曽根遺跡

山三賀H遺跡 (集落)

塩 (出 山遺跡周辺 )

須恵器 (笹神・ 真木山窯 )

的場遺跡 (官衛)w ll

緒立遺跡 (官衛)削 削

小丸山遺跡 (集落)‖

入幡林遺跡 (官行)

今池遺跡 (推定国産)Ⅲ

須恵器 (小泊窯)―

第15図 古代越後平野の官衡・集落・生産の消長



古代越後平野の環境 。交通・官衛

出
羽
国
が
あ
り
、
養
老
年
中
に
至
っ
て
も
な
お
国
の
体
裁
を
十
分
に
整
え
て
い

な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
続
芹
平
川
一
九
七
八
〕。
ま
た
、
出
羽
国
は
律
令
政
府
に

と
っ
て
大
陸
を
含
め
た
北
方
地
域
に
た
い
す
る
拠
点
と
し
て
の
機
能

・
性
格
も

あ
っ
た
。
そ
の
出
羽
を
支
え
た
の
が
海
上
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
越

後
で
あ
る

【渡
部
一
九
九
一
・
九
一
芭
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
平
九
年

（七
三
七
）

計
画
、
天
平
宝
字
三
年

（七
五
九
）
完
成
の
多
賀
城
と
出
羽
を
結
ぶ
陸
路
の
整

備
な
ど
に
よ
り
、
越
後
国
と
出
羽
国
の
関
係
は
薄
く
な
っ
た
と
類
推
さ
れ
る
。

越
後
守
は
養
老
職
員
令
に
よ
り
出
羽

。
陸
奥
守
と
と
も
に
蝦
夷
に
た
い
す
る
饗

給

・
征
討

・
斥
候
と
い
う
任
務
を
規
定
さ
れ
、
的
場
遺
跡
の

「次
食
」
の
本
簡

が
示
す
よ
う
に
、
九
世
紀
頃
ま
で
越
後
と
蝦
夷
と
の
関
係
は
存
続
し
た
と
推
定

さ
れ
る
が
、
人
世
紀
中
葉

。
後
半
の
陸
路
を
基
盤
に
し
た
交
通
の
整
備
な
ど
を

契
機
に
、
沼
垂
城
が
停
廃
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

以
上
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
古
代
の
越
後
平
野
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
。
考
古
資
料
を
素
材
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
様

相
は
か
な
り
鮮
明
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
具
体
的
な
部
分
は
な
お
不
分
明
で
あ

る
。
た
と
え
ば
淳
足
柵

・
磐
舟
柵
が
設
置
さ
れ
た
阿
賀
北
地
方
が
ど
の
よ
う
な

地
域
で
、
そ
の
設
置
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
と
い
う
越
後
に
お
け
る
蝦
夷

の
問
題
な
ど
は
、
越
後
全
般
の
今
後
の
調
査
成
果
の
蓄
積
を
ふ
ま
え
、
多
方
面

か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
を
期
し
た
い
。

註（
１
）

こ
の
報
告
は
筆
者
の
旧
稿

（地
形
環
境
に
つ
い
て
は

一
九
九
三
ｂ
、
古
墳
時
代

に
つ
い
て
は

一
九
九
〇

。
一
九
九
四
ａ
、
古
代
の
集
落
に
つ
い
て
は

一
九
八
九

ａ
。
一
九
九
四
ｂ
、
手
工
業
生
産
に
つ
い
て
は

一
九
八
九
ａ
・
ｂ
、
交
通
と
官
衡

に
つ
い
て
は

一
九
九
五
）
を
も
と
に
し
て
お
り
、
重
複
す
る
部
分
も
多
い
こ
と
を

お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

（
２
）

三
嶋
郡
は
現
在
の
相
崎
市

・
刈
羽
郡
の
地
域
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
貞
観
式

で
古
志
郡
か
ら
分
立
し
た
も
の
で
あ
る

〔
米
沢

一
九
八
〇
〕
。

（
３
）

富
山
平
野
と
金
沢
平
野
は
、
庄
川
と
手
取
川
の
流
域
で
そ
れ
ぞ
れ
三
四
〇
分
の

一
、　
一
六
〇
分
の

一
で
あ
り
、
越
後
平
野
の
飛
び
抜
け
た
平
坦
さ
が
う
か
が
え
る
。

（
４
）

近
世
初
期
ま
で
は
阿
賀
野
川
は
信
濃
川
の
河
口
付
近
に
合
流
し
て
い
な
か
っ
た

と
さ
れ
る

〔
新
潟
市

一
九
八
九
〕
が
、
二
つ
の
河
回
は
近
接
し
て
し
た
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

（
５
）

こ
の
ほ
か
人
工
の
放
水
路
を
も
つ
河
川
は
、
阿
賀
野
川
以
東
の
加
治
川

・
落
堀

川

。
新
井
郷
川
、
信
濃
川
以
西
の
関
屋
分
水

。
新
川

。
大
河
津
分
水
な
ど
で
あ
る

（第
２
図
）
。

（
６
）

淳
足
柵
は
阿
賀
野
川
の
河
回
、
磐
舟
柵
は

一
八
世
紀
に
干
拓
さ
れ
た
岩
船
潟
の

入
口
、
秋
田
城
は
雄
物
川
の
河
口
と
い
ず
れ
も
共
通
し
た
条
件
を
も
っ
て
い
る
。

淳
足
柵
、
磐
舟
柵
の
立
地
は
そ
れ
ぞ
れ
港
町
で
あ
る
沼
垂
町
、
岩
船
町
に
引
き
継

が
れ
る
。

（
７
）

越
後
平
野
に
お
け
る
遺
跡
分
布
は
、
沖
積
地
中
央
部
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、

砂
丘
上
や
東
西
の
丘
陵
裾
に
比
較
的
多
い
。
し
か
し
、
具
体
的
な
数
値
で
は
示
せ

な
い
が
、
全
体
の
分
布
密
度
は
他
地
域
に
比
し
て
か
な
り
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
越
後
平
野
の
集
落
に
は
新
日
村
が
多
く
、
近
世
以
降
に
開
発
さ
れ
た
地
区
が

多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
く
に
西
蒲
原
郡

・
北
蒲
原
郡
な
ど
の
比
較
的
低

い
と
こ
ろ
は
そ
の
割
合
が
高
く
、
信
濃
川

。
阿
賀
野
川
の
河
口
と
下
流
域
を
占
め

る
新
潟
市
域
で
は
、
約

一
五
〇
の
村
の
う
ち
新
田
村
で
な
い
の
は
わ
ず
か
に
七
か



村
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
条
里
型
地
割
が
確
認
さ
れ
る
の
は
越
後
で
は
頸
城
平
野

だ
け
で
あ
る
。

（
８
）

越
後
の
古
墳
に
つ
い
て
は

［
甘
粕

一
九
人
六

。
一
九
九
四
、
坂
井

一
九
九
〇
〕

な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
９
）

前
期
か
ら
中
期
の
変
化
は
各
地
で
み
ら
れ
る
。
東
北
地
方
も
越
後
と
同
じ
く
中

期
に
古
墳
が
断
絶
す
る

〔
工
藤

一
九
九
三
〕
。
畿
内
に
お
い
て
は
大
王
陵
級
の
大

型
古
墳
の
分
布
が
奈
良
盆
地
か
ら
河
内
平
野
に
移
動
し
、
こ
の
時
期
畿
内
地
方
だ

け
で
な
く
各
地
の
首
長
層
を
巻
き
込
ん
だ
内
乱
が
あ
り
、
こ
れ
が
畿
内
と
各
地
の

変
化
と
密
接
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る

［都
出

一
九
八
九
〕
。

（
１０
）

手
工
業
生
産
で
は
、
越
中
以
西
の
北
陸
地
方
に
お
い
て
は
七
世
紀
初
頭
に
の
ち

の
郡
単
位
程
度
に
須
恵
器
窯
が
成
立
し
、
越
後
と
の
差
は
大
き
い
。

（
Ｈ
）

山
三
賀
Ⅱ
遺
跡
は
こ
の
時
期
の
集
落
の
典
型
例
で
あ
り
、
小
丸
山
遺
跡
は
こ
の

の
ち
の
時
期
の

一
つ
の
典
型
例
で
あ
る
。
小
丸
山
遺
跡
の
集
落
形
態
は
上
越
市

一

之
口
遺
跡
で
も
み
ら
れ
、
「山
三
賀
型
集
落
」
か
ら

「
一
之
口
型
集
落
」
の
変
化

が
九
世
紀
に
お
い
て
み
ら
れ
る

〔坂
井

一
九
九
四
ｂ
〕
。

（
・２
）

須
恵
器
の
系
譜
は

一
部
東
海
地
方
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
が
、
主
流
は
北
陸
地

方
で
あ
る
。
ま
た
、
人
幡
林
遺
跡
出
上
の
木
簡
に
は
射
水

・
能
登

・
足
羽
と
い
う

氏
族
名

・
地
名
が
み
え
、
沼
垂

・
岩
船
郡
の
郷
名
に
は
足
羽

・
坂
井

。
利
波
な
ど

の
越
前

・
越
中
の
地
名
が
み
ら
れ
、
北
陸
地
方
か
ら
の
人
の
移
動
を
含
め
た
強
い

関
連
が
う
か
が
え
る
。

（
・３
）

七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
淳
足
柵

・
磐
舟
柵
の
設
置
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢

を
背
景
に
畿
内
王
権
が
列
島
の
北
方
の
国
境
を
固
め
よ
う
と
し
て
日
本
海
側
か
ら

さ
か
ん
に
進
出
し
た
動
向

〔
笹
山

一
九
九
三
〕
の

一
環
と
考
え
ら
れ
、
当
初
の
城

柵
の
設
置
目
的
は
、
地
域
の
開
発
を
推
進
し
、
そ
の
律
令
的
支
配
を
め
ざ
す
と
う

い
う
側
面
は
弱
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
・４
）

城
柵
は
あ
く
ま
で
も
国
府
直
轄
の
機
関
で
郡
の
施
設
で
は
な
い

〔
平
川

一
九
七

九
〕
。

（
・５
）

墨
書
土
器

「
石
屋
木
」
を

「石
屋
柵
」
か

「石
屋
城
」
と
解
釈
し
、
こ
れ
を
八

幡
林
遺
跡
の
具
体
的
な
施
設
名
と
し
、
そ
の
性
格
を
示
唆
す
る
と
い
う
意
見
も
あ

る

〔
田
中

一
九
九
四
〕
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

（
・６
）
　

『和
名
抄
』
に
は
越
後
の
国
府
は
顕
城
郡
に
所
在
し
た
と
み
え
て
い
る
が
、
こ

の
時
期
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

〔坂
井

一
九
九
三
ａ
〕
。
八
幡

林
遺
跡
の
郡
符
木
簡
は
蒲
原
郡
司
が
青
海
郷
の
古
志
君
大
虫
に
告
朔
儀
に
出
席
す

る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
が
、
告
朔
儀
は
国
府
で
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

〔
小
林

一
九
九
二
〕
、
頸
城
郡
に
あ
っ
た
国
府
か
ら
の
帰
路
に
、
八
幡
林
遺
跡
に

お
い
て
木
簡
が
処
分
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
・７
）

的
場
遺
跡

・
緒
立
遺
跡
と
も
古
墳
時
代
前
期
の
有
力
な
集
落
で
あ
り
、
緒
立
置

跡
で
は
古
墳
も
築
か
れ
て
い
る
。
そ
の
約
四
〇
〇
年
後
の
奈
良
時
代
に
く
し
く
も

同
じ
地
点
に
官
衛
関
連
遺
跡
が
成
立
し
た
の
は
、
遺
跡
の
も
つ
地
形
的
条
件
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
信
濃
川
の
河
口
か
ら
少
し
遡
上
し
た
所

で
、
本
流
と
西
方
へ
の
主
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る
西
川
の
分
岐
点
に
位
置
し
、　
一
面

の
低
湿
地
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
安
定
し
た
土
地
で
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
も

な
る

一
際
目
立
っ
た
高
い
丘
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
越
後
平
野
の
内
水
面
に
か

か
わ
る
重
要
な
施
設
が
立
地
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
・８
）

的
場
遺
跡
の
経
営
に
は
以
下
の
点
な
ど
か
ら
国
衛
の
関
与
が
類
推
さ
れ
る
。
①

鮭
と
い
う
越
後
国
の
主
要
な
貢
進
物
を
捕
獲

・
加
工
し
て
い
た
こ
と
。
②
越
後
は

蝦
夷
の
饗
給
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
蝦
夷
に
対
す
る
食
料
と
み
ら
れ
る

「秋
食
」

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
。
③
郡
衛
関
連
遺
跡
は
九
世
紀
い
っ
ぱ
い
で
衰
退

す
る
例
が
多
い
が
的
場
遺
跡
は

一
〇
世
紀
ま
で
存
続
す
る
こ
と
。
④
越
後
の
広
範

囲
の
内
水
面
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
郡
を
越
え
た
交
通

・
流
通
に
関
係
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

（
・９
）

阿
賀
野
川
の
河
口
近
く
に
位
置
す
る
山
木
戸
遺
跡

（新
潟
市
）
で
も
、
九

。
一

〇
世
紀
の
石
帝
や

「寺
」
の
墨
書
土
器
、
京
都
篠
産
の
須
恵
器
、
緑
釉

・
灰
釉
陶

器
な
ど
が
出
土
し
て
お
り

〔
新
潟
市

一
九
九
四
〕
、
港
な
ど
流
通
に
関
連
す
る
性



古代越後平野の環境 。交通・官衛

格
が
想
定
さ
れ
る
。

（
２０
）

荒
田
目
条
里
遺
跡

（福
島
県
い
わ
き
市
）
出
上
の
津
長
に
あ
て
ら
れ
た
郡
符
木

簡
か
ら
は
、
郡
司
が
港
を
支
配

・
管
理
し
て
い
た
例
が
知
ら
れ
る

〔
吉
田

一
九
九

五
〕
。
曽
根
遺
跡
も
近
く
に
港
が
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連

し
た
遺
跡
の
経
営
に
も
郡
司
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
荒
田
目
条
里
遺
跡
周

辺
で
考
え
ら
れ
る
港
は
内
陸
に
向
か
っ
て
は
郡
域
を
越
え
る
内
水
面
域
を
も
っ
て

は
な
い
。

（
２．
）

平
城
京
二
条
大
路
木
簡
に

「越
後
国
沼
足
郡
深
江
」
が
あ
り
、
七
三
〇
年
代
に

は
沼
垂
郡
が
確
認
さ
れ
る

〔奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

一
九
九
四
〕
。

（
２２
）

阿
賀
北
地
方
は
、
土
器
の
地
域
色
な
ど
に
お
い
て
縄
文
時
代
以
来
東
北
地
方
に

包
摂
さ
れ
る
特
色
を
有
し
、
人

・
九
世
紀
に
お
い
て
も
土
器
の
形
態

・
手
法
な
ど

に
阿
賀
野
川
以
南
の
地
域
と
は
こ
と
な
る
点
が
み
ら
れ
る
。

（
２３
）

八
世
紀
段
階
で
は
越
後
と
出
羽
と
の
差
は
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
。
山
形
県
庄

内
地
方
で
は
八
世
紀
代
の
集
落
遺
跡

・
生
産
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
九
世
紀
以
降
の
活
発
な
状
況
と
対
照
的
で
あ
る
。
秋
田
平
野
で
は
天
平
五
年

（七
三
三
）
に
出
羽
柵
が
成
立
し
、
須
恵
器
生
産
は
始
ま
る
が
、
人
世
紀
代
の
集

落
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
り
、
面
的
に
広
く
開
発
さ
れ
た
状
況
は
考
え
難
い
。
人

世
紀
の
出
羽
は
城
柵
を
中
心
に
し
た
点
的
な
開
発
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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潟
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の
現
状
」
『新
潟
考
古
』
五
　
新
潟
県
考

古
学
会

坂
井
秀
弥
　
一
九
九
四
ｂ
　

「庁
と
館
、
集
落
と
屋
敷
」
『城
と
館
を
掘
る

。
読
む
』

山
川
出
版
社

坂
井
秀
弥
　
一
九
九
五
　

「古
代
越
後
の
交
通
と
人
幡
林
遺
跡
」
『古
代
交
通
研
究
』

四
　
古
代
交
通
研
究
会

笹
神
村
教
育
委
員
会
　
一
九
九

一
　

『発
久
遺
跡
』



笹
山
晴
生
　
一
九
九
三
　

「古
代
出
羽
の
史
的
位
置
」
『秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
研
究
紀
要
』
八

沢
日
吾

一
　

一
九
二
七

　

『奈
良
朝
時
代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
』
　

冨
山
房

田
中
　
靖
　
一
九
九
四
　

「
八
幡
林
遺
跡
の
調
査
概
要
」
『新
潟
考
古
』
五
　
新
潟
県

考
古
学
会

都
出
比
呂
志
　
一
九
八
九
　

「交
易
圏
と
政
治
組
織
」
『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
」

岩
波
書
店

豊
浦
町
教
育
委
員
会
　
一
九
人

一
・
八
二
　

『曽
根
遺
跡
』
Ｉ

・
Ⅱ

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
四
　

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
九

新
潟
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
九

　

『新
新
バ
イ
パ
ス
関
係
発
掘
調
査
報
告
書

・
山
三

賀
Ⅱ
遺
跡
」

新
潟
市
　
一
九
八
九

　

『図
説
新
潟
市
史
』
新
潟
市
史
別
編

新
潟
市
　
一
九
九
四
　

『新
潟
市
史
』
資
料
編

一　
原
始
古
代
中
世

新
潟
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
七
　

『新
潟
市
小
丸
山
遺
跡
発
掘
調
査
枡
報
』

新
津
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九

一
　

『長
沼
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

平
川
　
南
　
一
九
七
八
　

「古
代
東
北
城
柵
の
特
質
に
つ
い
て
」
『東
北
歴
史
資
料
館

研
究
紀
要
』
四

平
川
　
南
　
一
九
七
九

　

「古
代
東
北
城
柵
再
論
」
『東
北
歴
史
資
料
館
研
究
紀
要
』

五

本
山
幸

一
・
桑
原
孝
　
一
九
人
七
　

「河
川
交
通
」
『新
潟
県
史
』
通
史
編
三

山
田
英
雄
　
一
九
八
六
　

「国
郡
制
の
成
立

・
整
備
」
『新
潟
県
史
』
通
史
編

一

吉
田
生
哉
　
一
九
九
五
　

「
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
の
調
査
」
『第
三
七
回
福
島

県
考
古
学
会
研
究
発
表
資
料
』

米
沢
　
康
　
一
九
八
〇
　

「大
宝
二
年
の
越
中
国
四
郡
分
割
を
め
ぐ
っ
て
」
『信
濃
』

〓
三
十
六

和
島
村
教
育
委
員
会
　
一
九
九
二
―
九
四
　

『
八
幡
林
遺
跡
』

渡
部
育
子
　
一
九
九

一
　

「出
羽
に
お
け
る
国
郡
制
成
立
過
程
の
特
質
」
『新
潟
史
学
』

二
七

渡
部
育
子
　
一
九
九
二
　

「
八
世
紀
第
１
四
半
期
の
出
羽
と

『沼
垂
城
ヒ

『新
潟
史

学
』
二
人

【
追
記
】

報
告
の
文
章
化
に
あ
た
り
、
時
間
の
制
約
で
当
日
省
略
し
た
部
分
を
補
う
と
と
も
に
、

報
告
後
の
討
論
に
お
け
る
意
見
も
参
考
に
し
た
。
ま
た
紙
数
の
関
係
上
引
用

・
参
考
文

献
は
最
小
限
に
と
ど
め
た
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
報
告
に
あ
た
り

左
記
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

甘
粕
健

・
春
日
真
実

。
金
子
拓
男

・
川
村
浩
司

・
熊
田
亮
介

・
桑
原
正
史

・
小
池
邦

明

。
小
林
昌
二

・
高
橋
保

・
田
中
靖

・
平
川
南

・
藤
塚
明

。
本
間
桂
吉

・
松
村
恵
司

。

山
中
敏
史

・
山
本
肇

・
渡
辺
ま
す
み




